
項 ⽬ 内 容

名称 カミツレ、カモミール [英]German chamomile、Roman Chamomile [学

名]Matｒicaria chamomilla L. (=Matricaria recutita)、Chamaemelum nobile

概要 カミツレは、カモミールとしてハーブティーなどでよく知られる代表的なハーブの

⼀つである。カモミールというとジャーマンカモミー

ル (Matricaria recutita) がまずあげられるが、ローマ

ンカモミール (Chamaemelum nobile) もほぼ同じよ

うな⽤途で使⽤されている。ジャーマンカモミール、

ローマンカモミールともにヨーロッパ原産の芳⾹性の

草本で、ジャーマンカモミールは⼀年草、ローマンカ

モミールは多年草である。頭状花を乾燥したもの (カミツレ (花)) を茶剤などに⽤

いる。

法規・制度 ■⾷薬区分

・⼩頭花︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質

(原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

⾹⾟料抽出物 (スパイス抽出物/⾹⾟料/スパイス)︓苦味料等



■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・精油 [プロアズレン、α-ビサボロール] 、カマアズレン、フラボノイド、クマリ

ン、タンニンを含む (33) (75) 。

・ジャーマンカモミールの花は少なくとも0.4％ (V/W) の精油を含み、主要な成分

はα-ビサボロール (bisabolol) とビサボロールオキサイドA およびBである。この花

はさらにマトリシンと、アピゲニンやアピゲニン７-グルコシドのようなフラボン類

を含む (58) 。

分析法 ・脂溶性成分が⽔素炎イオン化検出器 (FID) を装着したガスクロマトグラフィーに

より分析されている (101) 。

・配糖体が紫外可視検出器 (検出波⻑310 nm) を装着したHPLCにより分析されて

いる (102) 。

・フラボノイド類、フェノール酸誘導体がフォトダイオードアレイ検出器 (検出波

⻑200〜450、335 nm) 、質量分析器 (MS) を装着したHPLCにより分析されてい

る (103) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 メタ分析

・2015年3⽉までを対象に8つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験27報

について検討したメタ分析において、ディル (1報) 、ウイキョウ (1報) 、コロハ

(1報) 、ショウガ (3報) 、グアバ (1報) 、バレリアン (1報) 、カミツレ (1報) 、シ

ナモン (1報) などのハーブの⽉経困難症の痛みに対する効果は、報告数が少なく試

験の質が低いため、結論づけることができなかった (PMID:27000311) 。

RCT

・⽉経前症候群の⼥性90名 (試験群45名、平均22.42±2.55歳、イラン) を対象と

した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ジャーマンカモミール100  

mg×3回/⽇を連続する2ヶ⽉の⽉経周期摂取させたところ、メフェナム酸250  

mg×3回/⽇の服⽤と⽐較して症状の軽減が認められた (PMID:24439651) 。

脳・神経・

感覚器

RCT

・不眠症患者34名 (試験群17名、平均42.2±13.5歳、アメリカ) を対象とした⼆重

盲検無作為化プラセボ対照試験において、ジャーマンカモミール抽出物270 mg×2  

回/⽇を28⽇間摂取させたところ、睡眠時間や睡眠の質、⽇中の症状に影響は認め

られなかった (PMID:21939549) 。

・全般性不安障害の患者57名 (試験群28名、平均45.5±14.53歳、アメリカ) を対

象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ジャーマンカモミール抽出

物220 mg⼊りカプセルを1個/⽇、2個/⽇、3個/⽇、4個/⽇を各1週間、その後、5  

個/⽇4週間、連続して摂取させたところ、症状評価尺度5種類 (ハミルトン不安評価

尺 度 、 Beck Anxiety Inventory 、 Psychological Well Being 、 Clinical Global  

Impression Severity scores、ハミルトンうつ病評価尺度) のうち2種類 (ハミルト

ン不安評価尺度、ハミルトンうつ病評価尺度) でのみ改善が認められた

(PMID:19593179) (PMID:22894890) 。
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・オープンラベル試験で、乾燥ジャーマンカモミール花抽出物1,500 mg (花2.0 g

相当) /⽇を12週間摂取して症状の改善が認められた全般性不安障害患者93名 (試験

群46名、平均49.2±14.3歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対

照試験において、引き続きカモミール花抽出物1,500 mg/⽇を26週間摂取させたと

ころ、症状再燃リスク、介⼊終了時点での不安症状 (ハミルトン不安評価尺度、ベ

ック不安尺度) およびQOL (Psychological General Well-Being Index) に影響は認

められなかった (PMID:27912875) 。

免疫・がん・

炎症

RCT

・フルオロウラシル (抗がん剤) による化学療法を受けているがん患者164名 (試験

群82名、平均64.3歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験

において、通常の治療に加えてカモミール液30滴/100 mLのマウスウォッシュを3  

回/⽇、14⽇間使⽤させたところ、⼝腔粘膜炎スコアに影響は認められなかった

(PMID:8630960) 。

・⻭列矯正治療中の患者30名 (試験群10名、平均21.5±6.0歳、ブラジル) を対象

とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、1％ジャーマンカモミールマウ

スウォッシュを2回/⽇、15⽇間、1分間の⻭磨き後に使⽤させたところ、⻭垢、⻭

⾁出⾎の減少が認められた (PMID:28025442) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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